
「
み
ん
な
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、

地
域
・
行
政
・
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
環
境
を
よ
い
も
の

に
し
て
い
く
一
連
の
J
I
C
A
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
始
ま
っ

た
取
り
組
み
で
、
現
在
は
ア
フ
リ
カ
に
広

が
っ
て
い
る
。
2
0
1
8
年
に
は
、「
住
民

参
加
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
日
本
で
の
取
り
組
み
を

学
び
た
い
」
と
い
う
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
声
を

受
け
て
日
本
に
お
け
る
研
修
も
始
ま
っ
た
。

　
2
回
目
と
な
る
今
回
は
、
3
か
国
か
ら
11
名

の
研
修
員
が
来
日
し
、
徳
島
県
の
鳴
門
教
育
大

学
で
約
2
週
間
の
研
修
に
参
加
し
た
。
研
修
員

の
多
く
は
教
育
関
係
の
行
政
官
や
教
員
だ
。

　
帰
国
後
に
、
研
修
員
た
ち
が
自
国
で
住
民

が
参
加
す
る
学
校
運
営
委
員
会
（
S
M
C
）

を
運
営
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
研
修
の

目
的
だ
。
そ
れ
に
よ
り
学
習
環
境
を
改
善
し
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
研
修
の
前
半
で
は
、
日
本
の
教
育
シ

ス
テ
ム
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
学
校
と
地

域
が
協
力
し
て
学
校
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る

自
治
体
な
ど
を
視
察
。
後
半
は
、
S
M
C

設
立
の
た
め
の
講
義
と
体
験
型
講
座
を
行
っ

た
。
実
例
と
し
て
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
行
わ
れ

て
い
る
設
立
か
ら
運
営
、
評
価
と
い
う
一
連

の
手
法
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
研
修
の
最
後
に
は
、
国
ご
と
に
自
国
の
状
況

を
ふ
ま
え
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
。

S
M
C
を
設
立
す
る
と
し
た
ら
、
誰
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
、
ど
う
い
う

ス
タ
イ
ル
で
運
営
し
て
い
く
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
実
情
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を

発
表
し
た
。
帰
国
し
た
先
で
、
地
域
の
人
た

ち
と
支
え
る
教
育
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。

地域の人々がともに
支える教育現場を実現

JICAがニジェールで進めてきた「みんなの学校プロジェクト」。
地域の人たちが子どもたちの教育に関わるというこの取り組みを

自国でも実施したいと希望するアフリカの国々を対象にして研修が実施された。

ザ
・
研
修 

10

日
本
の
知
見
を
世
界
へ 

　私の担当地域でSMC設
立を予定しています。多くの
学校に関わっているので、こ
こで学んだ公平で透明性の
ある委員選出を実践します。

郡教育事務所長
ガーナ

アジェマング・ドゥア・プリンス・チャールズさん

地方基礎教育学校マネジメント副事務長官
モザンビーク
カリシェ・ホセ・トミアス・サディアさん

高等学校英語教師
マリ
シソッコ・ディグィディ・ジブリルさん

研修員’s Voices

　ニジェールの「みんなの学校プロジェクト」で活動したJICA
の専門家を講師に迎え、①SMC設立のプロセス、②参加型
基礎学力改善、③簡易な資金管理方法という三本柱を学
んだ。透明性のあるお金の管理も重要なポイントになる。

上：中学校では生徒とも交流した。
下：地域住民が手伝う書道の授業に参加。

この研修で
学べること

鳴門教育大学 准教授
石坂広樹（いしざか・ひろき）さん
鳴門教育大学大学院学校教育研究科・准教
授。法学・国際開発学修士。Ph.D.（公共政策
学）。研究分野は算数教育、教育政策、国際教
育協力など。JICA専門家としてボリビアへの派
遣などを経て、現在、大学でJICA研修を担当。みんなが主体者という意識が大切

コースリーダーの目

　鳴門教育大学は、以前から理数科教育に関
わるJICAの研修を行っており、研修員の受け
入れ態勢が整っています。また、四国で住民参
加の教育に取り組んでいる自治体を視察できる
ことから、本学での研修が始まりました。
　名称は異なりますが、日本でも学校運営委
員会（SMC）と同様の取り組みがあります。地
域の人たちが学校の運営に協力することで、
学校や教員の負担を減らし、社会とのつながり
を強化することを目的にしています。アフリカと
社会的な背景などが違っても、現地の教育を
左右する研修員たちが、日本で行われている活
動を視察し、それに関わる人たちと交流すること
はとても参考になります。実際の教育現場を見

てもらうことは、100万の言葉で説明するよりも
伝わるものが多いはずです。
　特に後半の講義で意識したのが、帰国後す
ぐに活用できるよう、具体的な内容にすることで
す。SMCを設立するプロセスや委員の選出方
法などを説明しながら、体験型講座を取り入れま
した。たとえば、学校や地域にSMCの利点をど
う説明するのか、委員を選ぶための無記名投
票選挙の導入をどう理解してもらうのかなど、想
定される課題を設定し、寸劇で演じてもらいます。
研修員たちはそれぞれのシーンを想像し、「こう
いうことを言い出す保護者がいそうだよね」「そ
れには、こんなふうにきちんと説明したほうがい
いよ」などと意見を出し合い、取り組んでいまし

た。アフリカの人たちは表現力が豊かです。な
にをどう伝えるのか、実感を持って理解しながら、
みんな芝居心たっぷりに演じました。
　研修後に状況確認のためジブチを訪れたと
き、校長や保護者、地域の方々から「SMCを
導入してよかった。うまく意思疎通ができるよう
になりました」という言葉を聞きました。SMCと
いう新しい取り組みには反発もありますし、関係
者が多いので意見の取りまとめの苦労もあると
思いますが、「みんなが主体者だという意識を
持つことが大事だ」と研修で伝えたことが生か
されていることを実感し、うれしく思いました。学
校という環境を地域のみんなでよくしていく、そ
のための研修は今後も続けていきます。

JICA四国 研修コース 住民参加による教育開発
受託機関 鳴門教育大学

　行政と地域が一体となって子どもたちの教育
に取り組んでいる高知県や愛媛県の小学校、
中学校を視察した。ある学校では、ひとりの教員
では目が届かない家庭科の授業に地元の住民
が支援に入るという事例を見学。

JICA専門家に
よる授業。

日本で実施されている
住民参加の教育を視察

■JICAの研修とは ： 途上国の多様な分野の中核を担う人 を々招き、各国が必要とする知識や技術を学んでもらうもの。
日本で行うものと日本以外の国で行うものとがある。

●参加国：ガーナ、モザンビーク、マリ

SMC運営の
具体的な方法を学ぶ

小学校の授業を見学する研修員。

発表に向けて、話し合いのポイントを書き出す。

SMC設立に向けた話し合いを想定して劇で体感。

開講式後、日本側の参加者とともに鳴門教育大学の中庭で撮影。

　非公式なSMCはありましたが
あまり機能しておらず、研修で本
当のあり方を知ることができまし
た。みんなに信頼される運営方法
を確立し、子どもたちのためにな
る学校にしていきます。

　民族対立の過去があるので、
学校教育を通じて民族同士の
理解や信頼を深めていきたい。
そのためにも、しっかりと機能する
SMCに変革していきたいです。
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